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1.　ゼミの活動内容　
　「日本大好きプロジェクト」は、日本伝統文化のイベントを企画・実行することで、衰退の
危機にある日本の伝統文化をサポートすると同時に学生の社会人基礎力1…等を鍛えることを目
的に活動している。
　主な活動は 2つあり、子供たちに伝統文化を伝承する小・中規模の体験型イベントと、神社
仏閣・商業施設で行う大型イベントである。前者については、学生たちは 3つのチームに分か
れて、幼稚園、保育園、児童館、小学校など子どもの通う施設や高齢者施設を訪問し、武道（空
手、剣道、薙刀）、紙すき、藍染、手描き友禅、浮世絵、扇子づくり、江戸切子、影絵、三曲、
書道、茶道、ちぎり絵、将棋、折紙、紙芝居など 20 分野を専門家の協力を仰ぎながら行って
いる。その実施回数は全チーム合わせて年間 230 回以上である。
　後者は、東京ミッドタウンや増上寺などに、学生で考えた企画を持ち込み、受注に挑戦する
ことを通じて本格的なビジネス体験をする。いずれも、主催は施設側なので、企画が施設側の
要求するニーズ、レベルを超え、競合よりも優れていない限り、受注の可能性はない。学生た
ちは広報チーム、大型イベントの企画チーム（今年度は増上寺班と東京ミッドタウン班）の 3
つのチームのいずれかに所属し、互いに連携をとりながら企画と準備に当たる。広報チームは
メディアにイベント開催を通知し、無料パブリシティによってイベントの動員数を増やすこと
や、大学、ゼミのブランドイメージを向上させることを目指す。企画チームは主催者（増上寺、
東京ミッドタウン）とコンタクトを取りながら、イベントの企画や準備、運営を行う。手漉き
和紙の制作、メッセージの依頼・収集、イベント当日のセッティングや運営など手を動かす部
分は、チームの別なくゼミ生全員が協力しながら行う。
　こうした活動を通じて、企画提案、準備、当日の運営、事後の振り返りを行うという、マー
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ケティング・プロジェクトの企画立案から実行までの一連のプロセスをすべて体験することに
なる。
　本年度は東京ミッドタウン「ギネス世界記録 ® に挑戦！～…LED ライトでひかルつながル
さんかすル～」が 4月 25 日、増上寺七夕まつり「七夕和紙キャンドルナイト」が 7月 7日に、
東京ミッドタウン「和紙キャンドルガーデン－ TOHOKU2015 －」が 9 月 11 ～ 13 日に実施
され無事終了した。本稿では、このうち増上寺のイベントについて報告する。
2.　増上寺イベントの概要
　東京都港区芝公園にある増上寺は、1393 年に酉誉聖聰（ゆうよしょうそう）上人が開き、
600 年の歴史を持つ浄土宗大本山である。江戸時代に徳川家の菩提寺となり、大伽藍が結設さ
れた。徳川将軍 6人の墓所もある。第二次世界大戦の空襲で徳川将軍家霊廟や五重塔が焼失し
たが、1974 年に大殿を再建した。現在は、焼失を免れた三解脱門が重要文化財に指定されて
いる。東京タワーまで徒歩で約 10 分、広い敷地の境内で散策を楽しむことができる増上寺は、
多くの観光客が訪れる観光名所となっている。
　こうした好立地を生かして、増上寺では年間を通じて高いクウォリティのさまざまなイベン
トが行われている。日本大好きプロジェクトは 2010 年から、7 月 7 日の七夕祭りに、手漉き
和紙を使ったキャンドルを境内に飾って灯りを楽しむキャンドルナイトのイベントを実施して
きた。増上寺班リーダーの言葉を借りると、「東京ミッドタウンイベントと比べて、増上寺イ
ベントは、コンセプトをゼロから考えられる自由度の高いイベント」である点に特徴がある。
　
3.　活動の流れ
　大型イベントの準備は 2月下旬に始まり、自分の担当する企画とそのコンセプトの検討をス
タートする。3 月上旬に 2 年生が 1 年生に主要なイベントの説明を行い、チームへの参加者を
募る。各チームは、4 月以降新 3 年生が中心となって、新 2 年生を引っ張っていく。今年の増
上寺チームは 3 年生が 1 人、2 年生 4 人という人員構成となった。中心の 3 年生が 1 人しかい
ないというのは過去に例がなく、未経験の 2年生 3人の面倒をみながら大きな企画を実現して
いくことは想像を超える大変厳しいプロセスとなった。
　増上寺イベントは開催が 7 月のため準備期間が短い。チーム発足直後から、4 月下旬までに
企画の方向性を決め、5 月上旬～ 6 月中旬にかけて、その企画通りに実践できるよう、試作品
を作ってリハーサルを行い、実現性のチェックを繰り返していく。初めて企画策定に挑む 2年
生にとって、何十ものアイディアを考え、企画資料を作成し、企画意図をわかるように説明す
る作業は非常にチャレンジングである。企画の甘さを論破され棄却されることはストレスとな
り、モチベーション低下にもつながる。2年生が入ゼミ後、初めての大きな挫折を味わった頃、
そのうち 1名が家庭の事情から組織を離れた。さらに、もう 1名は、度重なる新企画の不採用
に耐えられず、前年度から引き継がれている既存企画の担当にシフトした。リーダーを務めた
唯一の 3年生は、自身の企画が壁にぶつかり悩んでいる中、退ゼミ希望者やモチベーションを
著しく下げていく他の 2年生の対応に追われ、孤独と戦いながらただひたすら活動を継続した。
ここで、絶対に諦めない根性をベースに実行にこだわり抜く「前に踏出す力」、創造的に思考
226125_多摩大研究紀要_No20-4校02.indb   192 2016/01/29   21:59:40
－ 193 －
多摩大学研究紀要「経営情報研究」No.20  2016
し続ける「考え抜く力」、そしてひたすら 2 年生の話に耳を傾け、個別にコミュニケーション
をとり続ける「チームで働く力」を大きく成長させた。
　最終的に、円筒状の和紙キャンドルを天の川やカササギ、ほたる等に見立て、7 月 7 日とい
う織姫と彦星の感動の再会の日を表現する一方で、7 月 7 日以外の 364 日の、もどかしさや憤
りなどの暗く悲しい感情を大殿前の階段裏に崩した和紙キャンドルで表現することとなった。
　それと並行して、地元の幼稚園や保育所、児童館の子供たちにキャンドルに使う和紙にメッ
セージを書いてもらう「地元児童和紙」担当班をつくり、港区の施設 51 件にコンタクトした。
そのうち 16 施設の 951 人の児童のメッセージを集めることができた。
　主催者である増上寺施設部管理課の担当者に直接、挨拶に行ったほか、3 月からイベント当
日までメールで緊密に連絡をとりながら作業を進めた。本年度は、増上寺側の担当者が長年担
当されノウハウを蓄積されていた方から新しい担当者に代わった関係で、例年に比べコミュニ
ケーション効率が落ち、企画の進捗を一段と困難なものにさせた。そのような事情も影響し、
途中からまったくテイストの違うイベント企業が参加することになり、同企業との調整も困難
を極めた。大殿前のメインエリアを巡り厳しい交渉が続いたが、学生が粘り強く数々の提案を
することで、最終的に希望の空間を確保した。結果的に、プロのイベンターとの交渉は、考え
抜く力を鍛え上げる絶好の機会となった。　
　広報班は無料パブリシティでイベントを取り上げてもらうための広報活動を展開した。まず
メディアをリストアップし、電話やファックスで集客イベントの紹介記事を掲載してもらうた
めに依頼を行った。プレスリリースの文面を何度も見直しながら、コンタクトを続けた。プレ
スリリースの出来は、広報結果に大きな影響を与えるため、オリジナルの表現を創ることにこ
だわり抜くことで、考え抜く力が大きく成長した。
4.　当日の状況と結果
　当日は、境内 5カ所にキャンドルを配置した。（図 1を参照）
図 1　全体図
226125_多摩大研究紀要_No20-4校02.indb   193 2016/01/29   21:59:40
－ 194 －
ゼミ「日本大好きプロジェクト」活動報告
　1 カ所目は、三解脱門から階段をのぼって本殿へと続く
道筋を「天の川」に見立てて、2,000 個の和紙キャンドル
を配置するという大掛かりなものである。大殿前の階段を
織姫と彦星が再会する場所という設定である。
　2 カ所目は門をくぐって「天の川」と同時に目に入る場所に、地元児童のメッセージ入り和
紙 951 枚で作ったキャンドルを、日本の伝統文様である「七宝」の形に配置した。
　3 カ所目は境内の立地を生かして、階段と並行する脇道に「藍染ホタルの群れ」を宙に浮か
べた。星を模った藍染和紙に、青色の時間の経過を遅らせる視覚的効果を合わせ、7 月 7 日の
再会の時間の経過を遅らせたいと願う 2人の感情を表現した。藍染め和紙の穴からこぼれる灯
りをホタルに見立てた。
写真 2　藍染め和紙キャンドル
写真 1　天の川和紙キャンドル
226125_多摩大研究紀要_No20-4校02.indb   194 2016/01/29   21:59:40
－ 195 －
多摩大学研究紀要「経営情報研究」No.20  2016
　4 カ所目は、七夕物語で雨の日に天の川の水かさが増して、2 人が会えなくなった時に登場
する伝説の鳥「カササギ」を配置した。「喜び」という視覚的効果のある黄色の色和紙を使い
二人の再会を心の底から望み、喜んでいるカササギの感情を表現した。
写真 3　カササギ和紙キャンドル
　5 カ所目は大殿をのぼる階段裏のスペースを使って、水上にキャンドルを浮かべ、364 日間
会うことのできなかった織姫と彦星の苦悩に思いを馳せながら、「悲しみ」を表現した。
　梅雨時のせいで、リハーサルも予備日も雨で準備不足のまま、本番を迎えた。当日も雨が降っ
たり止んだりで、水に弱い和紙を使った作業ができず、予定よりも 1時間遅れとなったものの、
19 時にはすべての和紙に点灯することができた。学生が 1 枚 1 枚手で漉いて用意した和紙は
総数 3,600 枚となった。
　雨にもかかわらず、目標3,000人を上回る3,577人が訪れた。なお、来場者参加型の企画として、
和紙に墨と筆で将来の夢を書いていただき、その場でキャンドルにして配置するという企画も
実施した。138 名に参加していただいた。
写真 4　地元児童和紙キャンドル–1
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写真 5　地元児童和紙キャンドル–2
　広報活動の成果として、読売新聞、NHK「ひるまえほっと」、東京メトロポリタンテレビ「MX
ニュース」（ライブ中継）、時事通信映像ニュース、Yahoo ニュース等に取り上げられた。こ
れは例年実績をはるかに上回り、動員数を増やす原動力となった。
　ご来場者からは、以下のようなコメントをいただいた。
「毎年来ています。とても綺麗ですね」
「子どもの作品がこうやって見れてよかった」
「毎年素敵なイベントですね、毎年来ています」
「地元児童和紙の配置が綺麗ですね」
「違う観点で七夕を感じることができてよかった」
増上寺の七夕和紙キャンドルを気に入っていただき、2 か月後に開催された東京ミッドタウン
和紙キャンドルガーデンに足を運ばれた方もいらっしゃった。
5.　「悲しみ」の和紙キャンドルというリスクある表現へのチャレンジ　
　今回のイベントでは、「悲しみ」を表現したところが最も斬新だったと考えている。七夕と
いうと、再開する喜びが前面に打ち出されることが多い。しかし、その喜びに至る前の登場人
物たちの心象風景に思いを巡らせ、それまでに重ねてきた悲しさの数々に配慮するという繊細
さや意外性、共感力、独創性は、プロのクリエーター顔負けの力であると考える。ご来場者の
評価も非常に高く、音楽や写真のアーティスト達からも絶賛された。また、近くの会社員から
は、「あまりに感動したので、会社に戻り、社員の方々を連れてまた戻ってきました。」とのあ
りがたい言葉をいただいた。
　悲しみの和紙キャンドルは、リーダーを務めた学生のアイディアであり、前年度の後期はゼ
ミに参加できず、単位を取得できなかったことを考えると、大きな成長を感じた。彼は、前年
度前期の東京ミッドタウンイベントに向けた被災地訪問で、傷つきながらも感性を大いに刺激
し、半年間悩んだ末に一皮むけて復帰した。社会人基礎力の創造性（考え抜く力）に成長した
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実行力（前に踏出す力）、ストレスコントロール（チームで働く力）を加えることで、リーダー
役を立派にこなし切ったと評価したい。
　東日本大震災の被災地や被災者との時空を五官で感じ、人々の気持ちを想像し、思いを配り
ながら、感性を磨く。そして、研ぎ澄まされた感性をベースに、魂の籠もった企画を創造した。
和紙キャンドルを崩していくことで悲しみを表現。織姫、彦星それぞれの悲しみを想像し、そ
れをキャンドルを崩していくことでデザインに反映させた。切れ目が少しでもずれると、ある
いは、紙の乱れ方がイメージと異なると、創り直す。その繰り返しで、彼の想像する 2人の悲
しみと完全に一致するまで試行錯誤を繰り返した。さらに、完成した悲しみの和紙キャンドル
をリハーサルで配置する中で、天井に影が映ることに気づくと、その影も含めて悲しみを表現
することにこだわった。リアルなキャンドルとその影が創りだす新しい表現は、期待を膨らま
せたが、課題も与えた。リアルなキャンドルのデザインに納得しても、その影とのコーディネー
ションで創られる新しい感情が異なるイメージとなると、また創り直す。そのような作業がイ
ベント当日ギリギリになるまで延々と続いたが、最後の最後で彼は成功をつかみとることがで
きた（写真 1 参照）。その瞬間から、階段下でずっとすわり続けていた彼の姿は、多くのゼミ
生の目に焼き付いていた。彼は自身の成長だけでなく、その背を見せつけることで、周りのゼ
ミ生にも重要な影響を与えたものと確信している。
写真 6　悲しみの和紙キャンドル
6.　まとめ
　今回の増上寺イベントは、和紙の表現も独特であり、視覚的効果を交えながら、それぞれス
トーリーに仕立て上げていた。しかし企画は立てたものの、和紙の発色が思うようにいかない
など、実現にこぎつけるまでに学生たちは相当量の試行錯誤を重ねた。最後は徹夜に近い日々
が続いたが、諦めずに粘り、こだわり切った。
　当ゼミの活動では、学生たちの能力をはるかに超えるレベルを要求し、敢えて高いハードル
に挑ませる。それによって、何度断られても絶対にあきらめない力、やり抜いて成果を引き出
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す実行力を培うことで「前に踏み出す力」を徹底的に鍛えている。また、オリジナルの企画に
こだわり続けることで「考え抜く力」を成長させ、過酷な活動に悲鳴を上げる学生達がギリギ
リのところで支え合うことを通じて「チームで働く力」を高いレベルで獲得することを目指し
ている。
　増上寺班のメンバーが提出したレポートはいずれも長文であり、葛藤や自分との闘い、活動
を通した気づきや学び、やり遂げたという自信などが書かれていた。最後に、その一部を紹介
したい。
「たった 1 日の増上寺の美しさや賑わいのその裏には、大変で過酷な企画作り、作品作りな
どが隠れているのだと思った」
「やめなくてよかった。本当に達成感があった。何よりも自分に少し自信を持つ事が出来た」
「何度も何度もくじけそうになったが、仲間に助けてもらえることの喜びを本当に感じた」
「今回のイベントは本当に多くのことを学び、自信を失った時もあるが、意味のある大切な
期間だった」
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